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本報告書本文中に用いる分析の結果を表す用語の取扱いについて 

 

本報告書の本文中「３ 分 析」に用いる分析の結果を表す用語は、次のとおりと

する。 

 

① 断定できる場合 

・・・「認められる」 

 

② 断定できないが、ほぼ間違いない場合 

・・・「推定される」 

 

③ 可能性が高い場合 

・・・「考えられる」 

 

④ 可能性がある場合 

・・・「可能性が考えられる」 

・・・「可能性があると考えられる」 
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鉄道事故調査報告書 

 

鉄道事業者名：ひたちなか海浜鉄道株式会社 

事 故 種 類 ：踏切障害事故 

発 生 日 時 ：令和元年５月４日 １３時２５分ごろ 

発 生 場 所 ：茨城県ひたちなか市 

湊
みなと

線 金上
かねあげ

駅～中根駅間（単線） 

三反田
み た ん だ

第一踏切道（第４種踏切道：踏切遮断機及び踏切警報機なし） 

勝田駅起点４ｋ０４０ｍ付近 

 

令和２年１月２０日 

運輸安全委員会（鉄道部会）議決 

委 員 長  武 田 展 雄 

委   員  奥 村 文 直（部会長） 

委   員  石 田 弘 明 

  委   員  柿 嶋 美 子 

委   員  鈴 木 美 緒 

委   員  新 妻 実保子 

 

１ 調査の経過 

1.1 事故の概要 ひたちなか海浜鉄道株式会社湊線の勝田駅発阿
あ

字
じ

ヶ
が

浦
うら

駅行きの下り普通第１３１

列車の運転士は、令和元年５月４日（土）、金上駅～中根駅間を速度約６０km/hで

走行中、三反田第一踏切道（第４種踏切道）に進入してきた軽貨物自動車を認めた

ため、直ちに非常ブレーキを使用するとともに気笛を吹鳴したが、列車は同軽貨

物自動車と衝突した。 

この事故により、同軽貨物自動車の運転者が死亡し、同乗者が負傷した。 

1.2 調査の概要 本事故は、鉄道事故等報告規則（昭和６２年運輸省令第８号）第３条第１項第４

号に規定する「踏切障害事故」に該当し、かつ、運輸安全委員会設置法施行規則

（平成１３年国土交通省令第１２４号）第１条第２号ハに規定する‘踏切遮断機

が設置されていない踏切道において発生したものであって、死亡者を生じたもの’

に該当するものであることから、調査対象となった。 

運輸安全委員会は、令和元年５月４日、本事故の調査を担当する主管調査官ほ

か１名の鉄道事故調査官を指名した。 

関東運輸局は､本事故調査の支援のため、職員を事故現場等に派遣した｡ 

原因関係者から意見聴取を行った。 

 

２ 事実情報 

2.1 運行の経過 (1) 列車の概要 

湊線 勝田駅発 阿字ヶ浦駅行き 

下り普通第１３１列車 ３両編成 

(2) 運行の経過 

ひたちなか海浜鉄道株式会社（以下「同社」という。）の下り普通第１３１列

車（以下「本件列車」という。）の運転士（以下「本件運転士」という。）及び

車掌（以下「本件車掌」という。）の口述によれば、本件列車の運行の経過は、

概略次のとおりであった。 
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① 本件運転士 

本件列車は、金上駅（勝田駅起点１ｋ８４４ｍ、以下「勝田駅起点」は

省略する。）を定刻（１３時２１分）より１分遅れて出発した。速度約６０

km/hで惰
だ

行
こう

運転中、三反田第一踏切道（第４種踏切道*1、４ｋ０４０ｍ、

以下「本件踏切」という。）の約２００ｍ手前で、本件踏切の左側（以下、

車両は前から数え、前後左右は特に断りが無い限り列車の進行方向を基準

とする。）の本件踏切手前に停止している軽貨物自動車（以下「本件軽ト

ラック」という。）を認めた。数秒後、本件踏切の約５０ｍ手前で本件軽ト

ラックが本件踏切に進入してきたため、直ちに非常ブレーキを使用すると

ともに気笛を吹鳴したが、本件軽トラックと衝突した。 

本件列車が停止した後、列車無線で運転指令に事故発生の第一報を行っ

た。また、乗務員室に駆けつけた本件車掌に乗客の負傷の確認を依頼した。 

その後、本件列車から線路に降りて事故の状況を確認した。 

② 本件車掌 

本件列車が金上駅を１分遅れで出発した後、２両目車両の後方の乗務員

室にいたところ、岩切場踏切（３ｋ８４８ｍ）を過ぎた辺りで気笛が鳴っ

た。その直後に衝撃があり停止した。停止時、周囲には土煙が舞っていた。

このため、本件運転士のいる１両目車両の乗務員室に行って状況を確認し

た。また、乗客の中に同社の社員が２名いたので、本社に連絡を取るよう

依頼し、踏切事故が発生した旨の車内放送及び、乗客の負傷の確認を行っ

た。その後、本件列車から線路に降り、状況を確認した。 

(3) 運転状況の記録 

本件列車には、運転状況記録はなかった。 

2.2 人の死亡、負

傷の状況 

死亡：１名（本件軽トラックの運転者 女性 ７６歳） 

負傷：１名（本件軽トラックの同乗者） 

（本件列車：乗客１７１名、運転士１名、車掌１名が乗車） 

2.3 鉄道施設等の

概要 

(1) 本件踏切の概要 

同社から提出された平成２６年度の踏切道実態調査表等によると、本件踏切

の概要は次のとおりであった。 

① 踏切長  ５.０ｍ 

② 踏切幅員 ２.０ｍ 

③ 踏切交角 ９０° 

④ 道路勾配 両側とも０（水平） 

⑤ 踏切見通距離*2 

列車（金上駅方）から踏切         １５０ｍ 

⑥ 列車見通距離*3 

本件軽トラック進入側から列車（勝田駅方） １５０ｍ 

⑦ 踏切道の舗装 石 

                                                                                             
*1  「鉄道に関する技術上の基準を定める省令」（平成１３年国土交通省令第１５１号）第４０条（踏切道）の規定によ

り、踏切道は、踏切保安設備（踏切遮断機及び踏切警報機）を設けたものでなければならないとされている。ただし、

本件踏切のような‘踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道’については、「鉄道に関する技術上

の基準を定める省令の施行及びこれに伴う国土交通省関係省令の整備等に関する省令」（平成１４年国土交通省令第 

１９号）第３条（経過措置）の規定により、この省令の施行後最初に行う改築又は改造の工事が完成するまでの間は、

「なお従前の例によることができる」とされている。 

*2  「踏切見通距離」とは、（列車から）列車の運転席より当該軌道の踏切道を見通し得る最大距離をいう。 

*3  「列車見通距離」とは、踏切道と線路の交点から踏切道外方の道路中心線上５ｍ地点における１.２ｍの高さにおい

て見通すことができる列車の位置を、踏切道の中心線から列車までの距離で表したものをいう。 
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⑧ 道路種別   市道 

⑨ 交通規制   なし 

⑩ 鉄道交通量 ７０本／日（６本／１時間最大） 

⑪ 道路交通量*4  ２台／日（三輪以上の自動車） 

         ０台／日（二輪） 

         ０台／日（軽車両） 

         ６人／日（歩行者） 

⑫ 事故履歴（平成２０年４月以降） なし 

 

なお、本件踏切の金上駅方１９２ｍの位置に岩切場踏切道（第１種踏切道）

があり、中根駅方には本件踏切から５２６ｍまでの間に第４種踏切道が４箇所

連続して存在する。（図１及び表１ 参照） 

 

 
※この図は、国土地理院の地理院地図（電子国土Web）を使用して作成した。 

図１ 本事故発生場所周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                             
*4  「道路交通量」について、本件軽トラック（軽貨物自動車）は「三輪以上の自動車」に含まれる。また、原動機付自

転車は「二輪」に、自転車は「軽車両」にそれぞれ含まれる。 
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表１ 本件踏切付近の踏切道の概要 

 
※平成26年度の踏切道実態調査表による。 

 

(2) 本件踏切及びその周辺の状況 

本件軽トラック進入側から見た本件踏切の状況は、次のとおりである。なお、

ここでいう左右は、本件軽トラック進入側から見た場合の左右方向を示してい

る。 

① 左右両側に踏切注意柵が設置され、左側の注意柵には「とまれ」と表記

された注意看板が取り付けられていた。 

② 本件踏切に接続する市道には、本件踏切に対する停止線は設けられてい

なかった。 

③ 線路及び道路にそれぞれ平行して水田に水を引くための水路が設けら

れており、それぞれの水路は取水口を通じてつながっていた。 

（図２及び図３ 参照） 

 

 
図２ 本件軽トラック進入側から見た本件踏切の状況 

 

踏切道名 岩切場 三反田第二 三反田第三 三反田第四 三反田第五

キロ程 3k848m 4k155m 4k333m 4k450m 4k566m

種別 第１種 第４種 第４種 第４種 第４種

踏切幅員 5.1m 2.0m 2.0m 2.0m 1.8m

踏切長 6.0m 5.0m 5.0m 5.0m 5.0m

踏切道の舗装 石 石 石 石 石

道路種別 市道 市道 市道 市道 市道

道路交通量

自動車（台／日） 1750 0 0 0 0

二輪　（台／日） 36 0 0 0 0

軽車両（台／日） 20 0 0 0 0

歩行者（人／日） 14 0 1 0 0

交通規制 なし なし なし なし なし

事故履歴
（平成20年4月以降）

なし なし なし なし なし
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※この図は、事故調査時点の状況を基に、主な設備及び標識等の線路、道路に対する大まかな配置を 

示した略図であり、正確な縮尺、大小・位置関係にはなっていない。 

図３ 本事故発生場所平面図 

 

金上駅～中根駅間の本事故発生前直近の線路の巡視は、同社の土木実施基準

に基づき平成３１年４月に実施されていた。同社によると、この巡視において

は線路施設に異常はなかったとのことである。 

(3) 本件踏切付近の線形等 

本件踏切付近の線路の線形は、３ｋ７３９ｍから３ｋ８４３ｍまでが半径 

４０２ｍの右曲線区間であり、３ｋ８４３ｍから４ｋ７００ｍまでが直線区間

である。勾配は、３ｋ７８５ｍから４ｋ３４９ｍまでが平坦で、本件踏切（４

ｋ０４０ｍ）は平坦な直線区間にある。 

なお、本件踏切を含む金上駅～中根駅間における列車の最高運転速度は、同

社の運転実施基準において６０km/hと定められている。 

(4) 本件軽トラック進入側から見た列車見通し状況 

本件踏切の本件軽トラック進入側からの見通し状況は、金上駅方の場合、図

４に示すように、視界を遮るものは認められなかった。 
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図４ 金上駅方の見通し状況 

 

(5) 本件列車側から見た本件踏切の見通し状況 

本件列車側からの本件踏切の見通し状況は、図５に示すように、本件踏切の

金上駅方２００ｍから本件踏切までの間に視界を遮るものは認められなかっ

た。 

 

 
図５ 本件列車側（下り列車）から見た本件踏切の見通し状況 

 

(6) 鉄道車両の概要 

車  種  内燃動車（ディーゼルカー） 

記号番号  キハ１１－７（１両目） 

車両重量  ２８.６ｔ（空車時、整備重量） 
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車 両 長  １８.０００ｍ 

車 両 幅   ２.７００ｍ 

本事故発生前直近の検査結果に、異常は認められなかった。 

(7) 本件軽トラックの概要 

自動車種別  軽自動車 

用途     貨物 

車体の形状  キャブオーバ 

変速機    オートマチックトランスミッション 

車体長    ３.３９ｍ 

車体幅    １.４７ｍ 

車体高    １.７６ｍ 

車両重量   ７４０kg 

総排気量   ０.６５Ｌ 

車体色    白 

2.4 鉄道施設等の

損傷状況 

(1) 鉄道施設の損傷状況 

本件踏切から中根駅方に１００ｍ程度までのまくらぎに、本件列車と衝突し

た本件軽トラックが引きずられたことによるものとみられる擦過痕があった。

（図６ 参照） 

 

 
図６ 鉄道施設の損傷状況 

 

(2) 鉄道車両の主な損傷状況 

１両目前面中央下部のスカート*5右側下部が後方に大きく曲がっていた。ま

た、前面右側下部のブレーキ配管等が損傷し、連結器下部にある連結器てこ
．．

も

損傷していた。さらに、前面右側の標識灯が割損していた。（図７ 参照） 

 

                                                                                             
*5  「スカート」とは、機関車及び旅客車の床下の機器を保護するため又は形状を整えるため、前頭又は側に沿って、台

枠の下方に設けた覆いをいう。 
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図７ 鉄道車両の損傷状況 

 

(3) 本件軽トラックの主な損傷状況 

本件軽トラックは、本件列車との衝突により大破し、車体右側が大きく押し

つぶされるように変形するとともに荷台の右側
がわ

煽
あおり

が損傷していた。 

2.5 乗務員等に関

する情報 

(1) 運転士 男性 ４０歳 

甲種内燃車運転免許        平成２６年 ６月２０日 

(2) 車掌  男性 ３２歳 

(3) 本件軽トラックの運転者 女性 ７６歳 

免許条件：中型車は中型車（８ｔ）に限る 

本件軽トラックの運転者の親族によると、事故当日の状況は、概略次のとお

りであった。 

本件軽トラックの運転者は、本事故発生当日、本件踏切付近にある水田に

田植えのため家族と出かけた。 

田植え作業の最中、苗を入れていたケースを洗いに洗い場に行くため、本

件軽トラックに乗車した。 

この時期は田植えのため、水田の水位を微調整することに気を遣うことが

多く、前日にも水田の水位調整を行ったことから、洗い場に向かう途中で本

件踏切の手前に止めて降車し、本件軽トラック進入方向右側にある自分の水

田に水を引き込む水路の取水口付近を心配して確認したようであった。 

水路を確認した後、本件軽トラックを発進させ、本件踏切に進入した時に、

本件列車と衝突したようであった。 

本件軽トラックの運転者の健康状態については、視力・聴力を含め特に問

題はなく、体調はいつもと変わったところはなかった。 

2.6 気象 晴れ 

2.7 その他の情報 (1) 本件列車の停止位置に関する情報 

本件列車は、先頭が４ｋ１４０ｍ付近（本件踏切から１００ｍ中根駅方）で

停止した。 
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(2) 本件踏切の廃止、踏切保安設備の整備等に関する協議状況 

同社によると、金上駅～中根駅間に連続して存在する本件踏切を含めた５箇

所の第４種踏切道の廃止や踏切保安設備の整備について、これまで同社、道路

管理者（ひたちなか市）、地域住民等による協議は行われていなかった。 

(3) 金上駅出発時の時刻に関する情報 

金上駅に設置された防犯カメラの映像には、本件列車が金上駅を出発する様

子が記録されており、その時刻は、１３時２２分であった。 

(4) 金上駅出発から本件踏切に到達するまでの所要時間に関する情報 

同社によると、運転曲線に沿って運転した場合、金上駅出発から本件踏切に

到達するまでに要する時間は、約１８０秒とのことであった。 

 

３ 分析 

(1) 本件軽トラックと本件列車が衝突したことに関する分析 

2.1(2)①に記述した本件運転士の口述及び2.4(2)に記述した車両の損傷状況から、本件踏切にお

いて、本件軽トラックは、本件列車の前面右側下部付近に衝突したものと推定される。 

(2) 本事故の発生時刻に関する分析 

2.7(3)に記述したように、金上駅出発の時刻は１３時２２分であったこと及び2.7(4)に記述した

ように、金上駅出発から本件踏切までの所要時間は約１８０秒であることから、本事故の発生時刻

は１３時２５分ごろであったと考えられる。 

(3) 本件運転士の運転操作に関する分析 

2.1(2)①に記述したように、本件運転士が非常ブレーキを使用したのは、本件軽トラックの本件

踏切への進入を認めた本件踏切の約５０ｍ手前であり、そのときの本件列車の速度は約６０km/hで

あったとのことから、本件列車と本件軽トラックとの衝突を回避することはできなかったものと考

えられる。 

(4) 本件軽トラックの運転者が本件踏切に進入したことに関する分析 

2.3(4)に記述したように、本件踏切の本件軽トラック進入側から見た金上駅方の見通し状況は、

視界を遮るものは認められなかったが、2.1(2)①に記述したように、本件軽トラックは本件列車が

接近している状況で本件踏切に進入していることから、本件軽トラックの運転者は、本件列車の接

近に気付かなかった可能性があると考えられる。しかし、本件軽トラックの運転者が本件列車の接

近に気付かなかった理由については、本件軽トラックの運転者が死亡していることから、明らかに

することはできなかった。 

(5) 本件踏切及び他の第４種踏切道の安全性向上等に関する分析 

踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道は、廃止又は踏切保安設備を整備す

べきものである。 

2.3(1)に記述したように、湊線金上駅～中根駅間には、本件踏切を含め５箇所の第４種踏切道が

連続して存在しており、これらの踏切は道路交通量が極めて少ない。また、2.7(2)に記述したよう

に、これらの踏切の廃止又は踏切保安設備の整備について協議が行われていなかった。これらのこ

とから、鉄道事業者、道路管理者、地域住民等の関係者により協議を行い、これらの第４種踏切道

の統廃合について検討することが望ましい。また、それぞれの踏切について廃止が困難な場合には、

踏切保安設備を整備するなどの安全対策を検討することが望ましい。さらに、踏切直前で一時停止

し、安全であることを確認する等、踏切の安全な通行方法について啓発活動等により周知すること

が望ましい。 

 

４ 原因 

本事故は、踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道である三反田第一踏切道に
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列車が接近している状況において、軽貨物自動車が同踏切道に進入したため、列車と衝突したことに

より発生したものと推定される。 

列車が同踏切道に接近している状況において軽貨物自動車が同踏切道に進入した理由については、

軽貨物自動車の運転者が列車の接近に気付かなかった可能性があると考えられるが、同運転者が死亡

しているため明らかにすることはできなかった。 

 

５ 再発防止のために望まれる事項 

踏切遮断機及び踏切警報機が設けられていない第４種踏切道は、廃止又は踏切保安設備を整備すべ

きものである。 

本件列車が運行する金上駅～中根駅間には、本件踏切を含め５箇所の第４種踏切道が連続して存在

しており、これらの踏切は道路交通量が極めて少ない。また、本件踏切及びその他の第４種踏切道の廃

止又は踏切保安設備の整備について協議が行われていなかった。これらのことから、鉄道事業者、道路

管理者、地域住民等の関係者により協議を行い、これらの踏切の統廃合や安全対策について検討する

ことが望ましい。さらに、踏切直前で一時停止し、安全であることを確認する等、踏切の安全な通行方

法について啓発活動等により周知することが望ましい。 

 

６ 事故後に講じられた措置 

同社は踏切の視認性向上及び注意喚起のため、同社の第４種踏切道すべてに反射板と「とまれみよ」

の看板を設置した。また、注意柵の下部に既に取り付けられている「とまれ」と表記された看板に加え

て、より視認性が高くなるような「とまれ」と表記された看板を注意柵の上部に設置した。さらに、本

件踏切、三反田第三踏切道及び三反田第五踏切道においては、注意を促すのぼりを設置した。 

ひたちなか市は、踏切通行時の注意を喚起するため、本件踏切に接続する市道について本件踏切の

左右各々約１０ｍの区間をアスファルト舗装し、そのうち踏切注意柵より内側の区間を黄色のゼブラ

表示とした。（図８ 参照） 
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図８ 措置後の本件踏切の様子（令和２年１月時点） 

 

また、同社、ひたちなか市及び茨城県ひたちなか警察署は、本事故の発生を踏まえ本件踏切の安全対

策について、近日中に地域住民との協議を開始する予定となっている。 

 


